


大まかにい うと,銀河 系プラズマでは重カプラズ

マとしての性質が大局的な場を支配 し,電離 プラズ

マとしての性質が実際に観測される物理的な状態を

支配 している。この二面性 と両者の間の有機的な関

連が銀河 系プラズマの研究を魅力的なものにしてい

る。銀河の腕では衝撃波現象がおこり,圧縮された

ガスは濃い星間雲に分裂 し,星間塵を多量に含んだ

分子雲から恒星の誕生が始まる。星間分子 といえば,

以やはCHR‐CNな どが知られているのみであつたが,

マイクロ波電波天文学が発達 した結果 H2'°°
'°
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H2° など簡単な分子からメテルア ミン,エ チルア

ルコールなどかなり複雑な分子に至る 102個 のォー

ダーの分子が発見されている。水素や炭素などの同

位体を含む分子の線スペク トルも観測され ,星間分

子化学は今や花 ざか りを迎えている。 メチルア ミン

は一時外国でジャパニーズモンキュールと呼ばれた

ことがあつた。これは量子力学的計算から,実験室

の測定,天文学的同定に至るわが国の研究者の寄与

が大 きかったことによっている。 GN Pではないが,

わが国の科学 もいつの間にか実力をつけていて学際

的協力が有効になってきていることの一例であろう。

いたずらに境界領域の振興を叫ぶのは百害 あつて一

利 しかないが,他分野の研究をお互い よく知 りあい

とり入れることは大事なことである。星間分子につ

いてはその形成機構,メ ーザー機構など興味深い研

究テーマが多い。また,銀河中心の活動性な どに対

して分子線が構造や運動を決定するプ ロープの役害」

をすることの意味 も大 きい。そのほか,ォ リオン星

雲は恒星誕生の場 として知 られているが,い くつか

の著名な赤外線星やその附近は活機な分子雲の集合

である。激 しい時間変動をするメーザー機構や複雑

な有機化合物の存在をみると,星間雲があたかも生

物であるかの如き錯覚をかぼえることがある。

ところで典型的な天体 プラズマといえばカニ星雲

であろ うか。その中心には 103年ばか り前に爆発 し

た超新星の名残が中性子星 となり,今も毎秒30回ほ

どの回転をするパルサーを形成 している。地上では

得られない超超高密度の中性子星内部は素粒子物理

学,超流動物性物理などの研究対象であるが,強磁

性下の量子力学の実験場で もある。3011zの 重力波

に対 して理学部で も平川研でその検出が計画され ,

日下妖 しく不可思議な話題を提供 しているのは周知

の事実である。30「レ のプラズマ波はパルサー磁気

圏の動力 となつてお り,高 エネルギー粒子雲 が数

100たル/s で噴出し,あ たりは X線をはじめシンク

ロトロン輻射に満ちている。

現在パルサー以上の華麗さで多 くの研究 者を引き

つけているのは X線星である。中で も自鳥座やヘル

クンス座の著名なX線星の正体は プラック・ホール

や中性子星であろうとい う考えが有力である。これ

らは連星系の伴星であつて相手の主星か らの質量放

出を強い重力下で うけとめている。 X線や光学的変

光から白転や公転の軌道運動が知 られるが,最近は

主星のオ差運動によってプラズマ流がX線星の赤道

面に傘形のひずんだ円盤を形成するようなモデルま

でつ くられている。

以上,話題 があちこちと飛んでまとまりのない結

果 となつて しまつたが,銀河系プラズマの研究対象

はこのほかに も数限 りない。人間の知性が宇宙を研

究する能力をもつていることを知つたニュー トン以

来の天文学の宿命で もある。最後に,やはり,大型

宇宙電波望遠鏡の早期建設を期待 して,皆様の御支

援をお願い して止まない次第である。原稿依頼の趣

旨をまちがえて総合研究の報告の ような ものを書い

てしまった ことをかわびす る。
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